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研究成果の概要（和文）：リアルとサイバー複合空間を対象に，知識創造社会を支える第3の社会資本と言われ
るソーシャルキャピタルの形成・変容過程を解明する．我々の実生活と不可分な存在となっているツイッターか
ら，リアル空間における生活を支援するツイート抽出・生活の局面ラベルを付与する手法を提案した．コミュニ
ティのノード機能に着目することで，構造的特性と意味的特性を表す中心性指標も提案した．
急速に拡大しているテキストコミュニケーションにおける話者の役割や親密さを推定する手法を提案した．ま
た，テキスト投稿時の意図推定や意見分析に有効な特徴量の考察，変化変容を扱うための系列データを対象とす
る機械学習手法の考案にも取り組んだ．

研究成果の概要（英文）：We will clarify the process of formation and transformation of social 
capital called third social capital which supports knowledge creation society for real and cyber 
complex space. We proposed an innovative method to extract the tweets which will support the real 
life in some aspects of life. By focusing on the node function of the community graph, we also 
proposed a centrality indicator that represents structural characteristics and semantic 
characteristics.
According to rapidly expanding text communication, we also proposed a method to estimate the role 
and intimacy of the speaker. We also devised both a machine learning method for sequence data for 
dealing with change transformation, and considering the intention estimation at the time of text 
posting and feature quantities effective for opinion analysis.

研究分野：データ工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
インターネット上の知識・情報共有空間の
普及拡大は著しく，我々の実生活に不可分な
存在となってきている． ツイッターに代表
されるマイクロブログやコミュニティ QA
（不特定多数の参加者による質問回答サイ
ト），料理レシピ投稿共有サイトなどは日常
的に利用され，そこから得られる情報に
人々の実生活が左右され，またその結果を
投稿する情報の再生産が形成されてきてい
る． 
 
２．研究の目的 
本研究は，これまで対面での実生活を前提
として議論されてきたソーシャルキャピタ
ル（社会関係資本）をサイバー空間まで拡張
し，リアルとサイバー複合空間におけるソー
シャルキャピタルの形成過程，並びにその変
容過程を解明することを目的とする．社会関
係資本といわれるソーシャルキャピタルは，
第二次産業を支える物的資本や人的資本に
対応する，情報化社会を支える第 3の資本と
位置づけられ，市民活動を活性化する重要な
要素とされている． 
 
３．研究の方法 
(1) 生活者の日常を投稿しているツイッタ
ーや，生活に密着した調理を支援するレシピ
投稿共有サイトに登録された大規模なデー
タを対象に，テキストマイニングや機械学習
などの手法を適用して知識発見に取り組む． 
 
(2) コンテンツ間の関係やユーザ間の関係
をエッジとする社会ネットワークを構築し，
発展・進化するネットワークの特徴を捉える
新しい手法を考案する． 
 
(3)様々な意図を持って投稿されている記事
集合を対象に，投稿時のコンテキストを考慮
した特徴量の提案，意図推定の精度向上など
に取り組む． 
 
４．研究成果 
 (1) 短文かつ文書構造が曖昧なツイートが
言及している生活の局面を高精度に推定す
る手法を提案した．省略が多い短文を扱うこ
と，更には一つのツイートが複数の局面に言
及している場合があることから，単純な機械
学習では「食事」や「居住」などの生活の局
面を推定することが困難である．このため，

教師無し学習手法であるLDAを用いて大量の
ツイート集合から比較的安定したトピック
層を抽出し，トピック層と局面との対応関係
にエントロピーフィードバックなどの学習
機構を設けることで高精度化を実現した．  
 
(2)ソーシャルメディアに投稿されたテキス
ト対話情報から，詳細な利用者間の関係の解
析を行うための発話役割推定手法に取り組
んだ．対話に固有の同時進行性という特徴を
考慮した機械学習モデルを提案し，発話役割
の推定精度を向上できることを確認した．推
定した発話役割を特徴量として，二者間で行
われた会話データから両者の親密さを定量
化する手法を提案した．また，ソーシャルメ
ディア上のテキストからの教師なしフレー
ズ抽出手法を提案した．ソーシャルメディア
上のテキストには，新たな概念や実態を表す
複合語が多数出現するため，従来の辞書に基
づいた分析では限界がある．提案手法は，統
計的テキストセグメントモデルの教師なし
学習でフレーズを抽出するため，情報拡散過
程やコミュニティプロファイルの内容解析
において有効に機能すると考えられる． 

 
(3)ソーシャルキャピタルに基づく特徴量に
ついて，テキスト中に明確には現れない，主
に著者による執筆の意図を，詳細な調査に基
づき定式化し，同時にその意図を正確に推定
できる仕組みを実現するための研究を進め
た．具体的には，コミュニティ QA における
投稿者と回答者の意見分析，マイクロブログ
における投稿者の地域属性推定，レシピ投稿
者による実用的なレシピ手順の推定などに
ついて，その特徴量を明らかにした． 

 
(4)ソーシャルメディアにおけるユーザネッ
トワークでは，多種多様なコミュニティのあ
り方が観測される．コミュニティ内のノード
機能に着目し，下図に示すベクトルで表現し
たコミュニティの構造的特性に加え，意味的
特性を考慮した中心性指標の開発にも着手
し，従来の構造のみに着目する手法と一線を
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画した手法を提案した．さらに，ソーシャル
メディア上でのユーザの投稿内容に着目し，
単語の共起ネットワークを構築，分析した．
ユーザの投稿内容の視点からも，各コミュニ
ティで明確な差異があることを発見した． 

 
(5)オンラインコミュニティにおける活動の
解析のための時系列データ解析の手法の開
発に取り組んだ．特に時間軸上でのイベント
の発生系列を対象とした正定値カーネルを
定義することにより，回帰や低次元表現とい
った多変量解析をイベント系列に適用する
ことを実現した.さらにコミュニティ活動の
分析に適した特徴量抽出を目指して，スパー
ス符号化辞書学習の研究に取り組み，観測デ
ータを少数の特徴量の一次結合で表現し，パ
ターン抽出を行う手法を発展させた． 
 
(6)季節による検索動作への影響の明確化を
目的として検討を行った．アンケートと印象
評価実験を異なる季節において行い，季節に
よってどのように検索行動が変化するかを
調査した．実験の結果，画像の検索要求にお
いては，男女のスコアに有意差は見られなか
ったが，夏のエアコンの効いた環境と冬では，
秋と異なる検索要求が見られた．また，冬に
は，人によって大きく差が出ることを明らか
にした． 
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